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	セリン/スレオニンキナーゼは、MAPキナーゼシグナル伝達経路の必須構成要素として機能します。MAPK1/ERK2とMAPK3/ERK1は、MAPK/ERKカスケードにおいて重要な役割を果たす2つのMAPKです。これらは、活性化KITおよびKITLG/SCFによって開始されるシグナル伝達カスケードにも関与します。細胞の状況に応じて、MAPK/ERKカスケードは転写、翻訳、細胞骨格の再編成を制御することにより、細胞の成長、接着、生存、分化など、多様な生物学的機能を媒介します。
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	すべてのレーンでは、抗体を 1:2K 希釈で室温で 1 時間使用します。
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	すべてのレーンでは、抗体を 1:2K 希釈で室温で 1 時間使用します。
	

	Nostoc commune Vaucher由来の多糖類は、NF-κBおよびAKT/JNK1/2経路を介してマクロファージを活性化し、体内で大腸癌の増殖を抑制する。-食品と機能
	

	RGS1を介したAKTおよびERKのリン酸化を介したメラノーマの進行促進において、Gαの非GAP機能が重要な役割を果たしている。-Oncology Reports
	

	ERK1/2 抗体を使用した Hela 細胞の免疫蛍光分析。

